
○渡辺議長 次に、矢田貝議員。

〔矢田貝議員質問席へ〕

○矢田貝議員 公明党の矢田貝香織でございます。７月１７日発災

の熊本地震から１か月以上が経過いたしました。今もなお、多くの

方々が避難生活を余儀なくされていらっしゃいます。また、日本各

地で豪雨災害が頻発し、いや応なしに被災を自分事として受け止め

なければならない状況だと認識をしております。

本日、私は令和８年９月議会におきまして、こういった被災地の

皆様に心を寄せながら、１点目、誰一人取り残されないための取組、

２点目、災害への備え、この大要２点について質問をしてまいりま

す。当局の皆様の前向きな御答弁を期待しております。よろしくお

願いいたします。

まず、１点目、誰一人取り残されないための取組について、家族

丸ごと支援、ケアラー支援について伺います。

私の議員１期目、国は、ニッポン一億総活躍プランや我が事・丸

ごとの考えを大きく打ち出していました。各自治体が持続可能な地

域共生社会の実現に向け模索を続ける中で、本市は令和４年に総合

相談支援センターえしこにを開設。福祉に関する包括的な支援体制

を整え、重層的支援体制整備事業などを進めてまいりました。また、

こども総本部に、令和６年４月、児童福祉法の改正に伴って、妊娠

期か ら社 会的自 立ま で の切れ 目の ない 支援の 充実 に取り 組む こど

も家庭センターも開設をされております。支援が必要な当事者にと

どまらず、家族支援、家庭に目を向け、地域福祉計画の策定や住民

主体の居場所づくり、見守り活動などを通じて、希薄になりかけて

いた地域のつながりを再びつくり上げるため、市長、また教育長、



執行部の皆様方、様々な角度から力を発揮されまして、本市の体制

は整っていると理解をしております。

一方で、地域ケアシステムはゴールも正解もなく、地域共生社会

の実現に向け、制度の見直しも、そしてそれに対応もしながら走り

続けていくものと認識をしており、その市の体制が市民から見て分

かりやすいものなのか、周知は十分なのか、また市民の皆様方が本

市の誰一人取り残されない取組を実感でき、セーフティーネットと

いう安心につながっているのかというと、私は十分とは言えないと

も考えているところであります。

そこで、まず市長にお伺いをいたしますが、誰一人取り残さない

ための今後のさらなる取組についてお伺いいたします。

○渡辺議長 伊木市長。

○伊木市長 今議員がおっしゃっていただきましたけども、本市に

おきましてはまずもって総合相談支援センターえしこに、これを開

設い たし まして 、地 域 包括支 援セ ンタ ーの再 編な どを通 じて 複雑

化・複合した課題やどこに相談していいか分からない困り事を受け

止めまして必要な支援につなげる、いわゆる重層的な支援体制の充

実に努めてきたところでございます。

今後につきましては、今増えております単身世帯の方々や、ある

いは身寄りのない方々、そうした方々が増えているという社会背景

を踏まえまして、福祉分野にとどまらず、分野を超えた多様な主体

との連携・協働により、一層これらを強化していきたいと考えてお

ります。

そしてまた、支援につながっていない人たちを地域の中で早期に

把握をし、地域で支える仕組みづくりが重要である、そのように考



えております。

○渡辺議長 矢田貝議員。

○矢田貝議員 本市の職員の皆様方の市の現状を受け止める力、ま

たそれを制度につなげていこう、この御努力と、また市民の暮らし

と命 を守 るため の取 組 として 緊急 性と 必要性 を見 極めた 市長 の御

決断によりまして、本市が全国の先進的な取組を進めてくることが

できたというふうにも認識をしております。ぜひ、今後も立ち止ま

ることなく、福祉分野にとどまらない協働と住民が参加しやすい地

域で支える仕組みづくりを早くお示しをいただきまして、事業とし

て進 むよ うリー ダー シ ップを さら に発 揮して いた だくよ うに お願

いをしたいと思います。

さて、私は米子市福祉保健総合センターふれあいの里が地域共生

社会の実現に向けた支援の中心拠点だと捉えておりますが、改めて、

このふれあいの里の設置目的と現在の機能、今後の方針について伺

います。

○渡辺議長 足立福祉保健部長。

○足 立福 祉保健 部長 米子市 福祉 保健 総合セ ンタ ーふれ あい の里

でございます、は市民の福祉及び保健の総合的推進並びに民間福祉

活動の推進を図ることを目的に設置をしたものでございます。

現在は、地域福祉団体の拠点、市民の健康づくりと保健指導、高

齢者が生き生きと過ごすための教養、娯楽、交流の場といった機能

に加え、健康、福祉、子育て、教育等に関する行政機能としての役

割も担っております。

今後も現在の機能を継続し、市民の皆様に必要とされる施設とし

て、適切な施設運営に努めてまいります。以上です。



○渡辺議長 矢田貝議員。

○矢 田貝 議員 今御 答 弁いた だき まし た設置 目的 の一つ でご ざい

ます民間福祉活動の促進、このことについて、現状と御所見を伺い

たいと思います。

○渡辺議長 足立福祉保健部長。

○足 立福 祉保健 部長 当施設 を御 利用 いただ いて おりま す団 体に

は、更生保護団体、子どもに関する団体、介護、障がい、依存症な

どを抱える当事者や家族の会、また支援する会など、社会福祉の促

進を目的とした多様な分野の法人や市民団体等がございまして、福

祉活動の場として御活用をいただいているところでございます。

こうした民間の福祉活動が促進されることは、人と人とのつなが

りや支え合いを強くし、誰もが安心して暮らせるまちづくりにつな

がるものと考えております。以上です。

○渡辺議長 矢田貝議員。

○矢田貝議員 分かりました。様々な団体に御利用いただいている

ということが理解できました。

お答えにありましたように、健康、福祉、子育て、教育等に関す

る行政機能としての役割、これを広く有しているわけでございます

けれども、このふれあいの里は他の庁舎と違う施設の設置目的がご

ざいます。来館される方々がゆっくりできて、活用しやすい設備を

今以上に整えていただきたいというふうに考えております。同時に、

職員の皆様の働く場所でもございますので、その環境整備を含めた

施設全体の整備、このことについて、いつか大きく見直していただ

きたいというふうに考えております。

次に、ふれあいの里会議室等の優先利用と使用料金について伺い



ます。

○渡辺議長 足立福祉保健部長。

○足立福祉保健部長 優先利用でございますけれども、原則といた

しま して 使用日 の５ か 月前か ら予 約を 受け付 けて おりま すけ れど

も、福祉または保健を目的とする団体につきましては９か月前から

としており、優先的に使用できる仕組みとしております。

使用料につきましては、米子市福祉保健総合センター条例第１１

条の規定によりまして、施設の設置目的に沿った使用で、かつ営利

を目的としない場合は無料としております。以上です。

○渡辺議長 矢田貝議員。

○矢田貝議員 先ほどの御利用団体の中に、子どもに関する団体と

いうのがありました。子ども・子育て世帯等が中心となって活動す

る団 体の 会議室 等の 利 用料と その 利用 状況に つい てはい かが でし

ょうか。

○渡辺議長 足立福祉保健部長。

○足立福祉保健部長 家族会や親の会など、子ども・子育て世帯等

を中心とする団体につきましても同様に、施設の設置目的に沿った

ものであり、かつ営利を目的としない場合は無料で御利用いただけ

ます。

利用状況につきましては、現在、障がい児の親の会１団体による

利用がございまして、不定期に御利用いただいているところでござ

います。以上です。

○渡辺議長 矢田貝議員。

○矢 田貝 議員 障が い 児の親 の会 １団 体が不 定期 に御利 用さ れて

いるということでございました。



本来の施設の設置のスタートの段階からいきますと、少し子ども

の方 々へ の周知 が足 り ないの かも しれ ないと いう 気がす るわ けで

すけれども、子どもに関する親の会や家族会等から会議室等の使用

について問合せが実際にあるのか。また、親の会や家族会等はピア

サポートの場でありまして、心のよりどころともなります。民間の

福祉活動と同じように無料で優先利用ができると思いますが、この

点の御見解を伺います。

○渡辺議長 足立福祉保健部長。

○足 立福 祉保健 部長 施設管 理を 行い ます指 定管 理事業 者に 確認

をいたしましたところ、子どもに関する家族会や親の会などから直

接施 設の 使用に つい て 問合せ をい ただ くこと はほ とんど ない と伺

っております。

親の会や家族会等の利用につきましては、内容が施設の目的に沿

っている場合、９か月前から予約が可能でございまして、営利を目

的としない場合は無料で御利用いただけるものでございます。関係

部署を通して問合せがあった際には、空き状況と併せて活動内容を

確認し、予約の方法や時期並びに使用が無料であることについても

御案内をしているところでございます。以上です。

○渡辺議長 矢田貝議員。

○矢田貝議員 実際に御案内されているという御答弁でしたので、

そうなのかなというふうに思いますけれども、そもそもふれあいの

里について、保護者の皆様や子育て支援の方々に十分な周知がなさ

れているか、もしかしてはなされていないのではないかと、再度で

すけれど申し上げておきたいというふうに思います。

私は先般、不登校のお子さんを持つ方や経験者の皆様からお話を



聞く機会がございました。私自身も経験者でございまして、教職員

をはじめ周囲の皆様の応援をいただきました。見守りが必要で、時

に支援を必要とする家族がいても、自分自身の社会生活は続いてい

くわけです。家族に日常生活の変化として表れにくく、助けてと自

ら表明しない限り、周囲もなかなか介入しづらい部分がございます。

特に子どもの成長期にあっては、当事者もケアラー、家族も支援に

つながる間もなく、あっという間に年数がたってまいります。これ

は実感したところでございます。

こども総本部や教育委員会があるわけですので、ふれあいの里に

来るチャンス、この施設を保護者や子育て支援の方々にもっともっ

と使っていただければなというふうに願うところでございます。と

いうことで、ふれあいの里の公共施設としての利用について現状分

析をしていただきまして、必要な方のふれあいの場となるようなき

め細 やか な配慮 ある 周 知をさ らに お願 いをし てお きたい と思 いま

す。

また、このことは事前に通告をしておりませんけれども、教育委

員会に対してですが、学校の空き教室であるとか教育支援センター

ぷらっとホームも、家族支援の場所として可能な限り利用できるよ

うにしてはどうかと考えております。地域に開かれた学校を目指し

て御検討をいただければと思います。よろしくお願い申し上げます。

次に、本市の体制について伺ってまいります。冒頭市長から、地

域共 生社 会の実 現に 向 けた今 後の さら なる取 組に ついて 御答 弁を

いただきましたが、当局においては主に福祉政策課がこの任に当た

ってこられたと承知をしております。さらなる取組のために、本市

の福祉保健事業の総合調整等を行い、社協との連携による地域福祉



の推 進を 担う体 制の 在 り方が さら なる 推進の 鍵に なると 考え てお

りますが、この福祉政策課の体制強化の必要性について、どのよう

にお考えか伺います。

○渡辺議長 足立福祉保健部長。

○足立福祉保健部長 近年、身寄りのない高齢者等の対応をはじめ、

複合的な課題を抱えるケースが増加しておりまして、地域の多様な

主体 との 協働の 重要 性 という のが 非常 に高ま って いると ころ でご

ざいます。

こうした状況を踏まえまして、福祉政策課は分野横断的な課題解

決に 向け た支援 調整 や 地域に おけ る包 括的支 援体 制の構 築を 牽引

する機能を一層強化していく必要があると考えております。

本市におきましては、身寄りのない高齢者等の支援に関する実務

者ネ ット ワーク です と か米子 市居 住支 援協議 会等 を設置 して おり

まして、社会福祉協議会をはじめ多職種、多業種との連携の下、多

様な 課題 の解決 に向 け た官民 連携 の場 を先行 的に 構築し てき たと

ころでございます。こうした連携の場を含めた包括的な支援を強力

に進めていくための体制について、現在福祉保健部内で協議を行っ

ているところでございます。以上です。

○渡辺議長 矢田貝議員。

○矢田貝議員 私、なぜ福祉政策課が福祉保健部の中にあって、ふ

れあいの里にあるのかなと、この意味を改めて自分なりに考えてみ

たところでございますが、今後の体制につきまして、現在部内で協

議をされているという御答弁でございましたが、私は福祉政策課に

大いに期待をしております。今後さらに機能を強化していく必要が

あるということでしたけれども、そのためには、福祉政策課の強化



という、イコールとして捉えることができるのではないかなという

ふうに思いまして、福祉政策課の強化を期待をしているものでござ

います。

部長の下で政策的な役割を果たしていくならば、本庁舎への移動

を検討するのも一つかというふうに思ったりします。あるいは、部

局を超えた連携で、身寄りのない高齢者等の支援を構築するために

も、地域共生社会を担当する課、部署の設置もあるかもしれません。

いずれにいたしましても、体制を整えること、そして社会情勢に即

した地域共生社会を推進する体制強化が必要だと、今日は意見とし

て申し上げておきたいと思います。

さて、次に総合相談支援センターえしこにの機能強化、人材の確

保・育成の必要について、御見解を伺います。

○渡辺議長 足立福祉保健部長。

○足立福祉保健部長 えしこには、複雑化、複合化した個別課題へ

の対応や地域課題の把握や解決に向けた地域の仕組みづくりなど、

包括的な支援体制の中核を担っておりまして、令和６年度から総合

相談 支援 員をは じめ と する多 職種 で中 学校区 ごと にチー ムを 編成

いたしまして、個別の相談支援や住民主体の活動支援を行っている

ところでございます。

地域ごとに異なる課題にこれまで以上に柔軟に対応するには、地

域包括支援センターや住民組織などの多様な主体と連携しながら、

地域 にお ける協 働の 体 制を強 化し てい くこと が重 要であ ると 考え

ております。

また、人材の確保や育成につきましても、総合相談支援を担う職

員のスキルアップに加えまして、地域ごとの課題に向き合いながら



実践力を高める伴走型の人材育成にも取り組み、総合相談支援を担

う人 材の 育成の さら な る強化 を図 るこ とが必 要で あると いう ふう

に考えております。以上です。

○渡辺議長 矢田貝議員。

○矢 田貝 議員 十分 に この強 化の 必要 性を認 識さ れてい ると いう

ことが分かりましたけれども、そのえしこに、総合相談支援センタ

ーえ しこ にの強 化を し ていく その 役割 はどこ が担 うのか とい うこ

とが重要になってくると思います。えしこにの中でやっていくのか、

そこを所管している福祉政策課が行っていくのか、もうそろそろ、

えし こに の体制 につ い て一回 立ち 止ま って見 直し てみる 必要 があ

るのかなというふうに考えるところでございます。

ぜひとも、えしこにを福祉部門だけの人材に目を向けるのではな

くて、官民連携と市民も参画できる事業として進めていくことがで

きる体制構築の中で、市長の下で様々御協議をしていただきまして、

御判断をしていただければなというふうに思っておりますので、見

守りたいというふうに思います。このえしこににつきましては、大

いに スタ ート段 階か ら 関わっ てき た一 人とし て今 後も見 守り たい

というふうに思っております。

次に、大要２点目、災害への備えについて伺ってまいります。

命を守るための一時的な避難場所について伺います。災害が発生

したときに、まず自分自身の身を守る自助の推進と、そして特に命

を守るための一時的な避難場所の確保について、どのように推進し

ていらっしゃるのか伺います。

○渡辺議長 高浦防災安全監。

○高浦防災安全監 まず、自助についてでございます。大規模災害



が発生した場合、行政職員も被災者となる可能性がございますし、

また道路の寸断でありますとか通信手段の途絶、さらには庁舎自体

の被 災に よりま す防 災 拠点機 能の 停止 などに より まして 行政 によ

る支援が直ちに行き届かないという状況も想定されますので、特に

発災の直後におきましては、まず自分自身の身の安全を守る自助が

大変重要でございます。

そして、災害時の緊急的な避難所についてでございますが、指定

緊急避難場所や指定避難所がございますが、自身の身の安全を確保

して いた だける ので あ れば必 ずし も市 が開設 する 避難所 へ行 く必

要はございませんで、状況によりましては避難所への移動がかえっ

て危険となる場合というのもございます。他の地区の避難所や親戚、

知人宅、ホテル、また安全が確保できるのであれば、自宅にとどま

るということも選択肢の一つとなってまいります。

以 上の ような 自助 や 一時的 な避 難場 所の確 保に ついて の説 明に

加えまして、日頃から災害に備えていただくことの大切さにつきま

して、よなご避難ノートや地域で開催する出前講座などを通じて周

知・啓発を行っているところでございます。

○渡辺議長 矢田貝議員。

○矢 田貝 議員 様々 な 機会で の取 り扱 って説 明さ れてる とい うの

は、私もそういった現場に御一緒させていただくことがありますの

で、よく理解をできるところであります。他の地区の避難所という

新た な御 説明の 言葉 に ちょっ と引 っか かった とこ ろなん です けれ

ども、あえてここでは、後々いろいろと御指導賜ればと思っており

ますので触れませんけれども、令和８年熊本地震であるとか千葉豪

雨など大規模な災害が繰り返し発生している今、本市の地域防災の



取組で今後強化すべきことや新たな取組などについて、どのような

御検討がなされているのか伺いたいと思います。

○渡辺議長 高浦防災安全監。

○高 浦防 災安全 監 こ れまで 地域 での 一般災 害訓 練など を通 しま

して、避難所開設時の動きの確認でありますとか要配慮者の使用も

想定しました簡易ベッド、パーティションの設置訓練などを実施し

ているところでございます。

今後、これまでの取組を踏まえまして、地域住民の皆様と協働で

避難所の開設・運営を行うことを想定しました、より実践的な訓練

を実施したいと考えておりまして、地域や関係機関と調整を図って

まいりたいと考えております。

また、近年、酷暑の中で長期間の避難生活を余儀なくされる災害

も各地で発生しております。避難所における暑さ対策が重要な課題

であると認識をしているところでございます。災害が発生した場合

には、皆生温泉旅館組合及び米子市ホテル旅館組合との協定を活用

するなど、冷房設備の整った安心・安全な避難先の確保に努めてま

いりたいと考えているところでございます。

○渡辺議長 矢田貝議員。

○矢田貝議員 長期、また暑さ、そういった視点で御答弁も加えて

いただいておりましたけれども、実は熊本の地震におきまして、災

害に遭ったときに、数日たってからホテルの個室にもって移動して

いた だけ る体制 がよ う やく整 った とい う報道 も目 にした とこ ろで

あります。

私、早速、米子市にもそういった協定がありますよねと問い合わ

せさせていただきました。実は大きな広場に対して来ていただいて



場所を提供する、公民館であるとか体育館のような大きなところを

提供していくということで、個別のところの取組について具体的に

詰まっている状況ではないと、協定は結びましたけれどもというふ

うなことも伺いましたので、ぜひとも具体的に、そういったお考え

があるのでありましたら、動きが早期に、一日も早くそういった体

制が 整う ような 協定 後 の話合 いを 進め ていた だき たいと いう ふう

に思っております。

具体的に、今までと同じ取組で進んでいったら駄目だというふう

に考えておりまして、頻発する大規模災害で被災した地域が得られ

た教 訓を ぜひと も本 市 に生か して いた だきた いと いうふ うに 思っ

ております。防災対策は命に直結することです。当局の皆様には、

課題だと感じていらっしゃることがあるならば、それを速やかにそ

の課題を市民、議会と共有をされまして、必要な見直しは積極的に

行っていく姿勢を求めたいと思います。

さて、先ほど防災安全監は、本市としてはホームページや避難ノ

ートなどでも、命を守るための一時的な避難場所としては必ずしも

市が開く避難所へ行く必要はないと、親戚、友人、知人、ホテルな

ども選択肢として示されて、安全が確保できるなら自宅にとどまる

在宅 避難 も選択 肢の 一 つであ ると いう ことを 様々 な機会 を捉 えて

説明しているという御説明をいただきました。この一時的な避難場

所の種類と紹介の方法につきまして、私は他の自治体も参考にされ

ながら、市民の皆様がより具体的に一時的に自分はどこに避難して

いくのか、それがイメージできる紹介の仕方というのがあるんじゃ

ないかなと考えております。

例えば香川県丸亀市は、指定避難所、指定緊急避難場所のほかに、



自治 会や 神社な ど地 域 住民が 独自 に定 めた避 難所 を自主 避難 所と

して位置づけています。個人や世帯で判断した在宅避難や車中・テ

ント泊についても同様の位置づけをしていますので、紹介をさせて

いただきます。

本市につきましては、一歩踏み込んだ、地域住民が我が地域の中

で独自に定める自主避難所の協定を結ぶというような後押しまで、

より後押ししていただきたいというふうに考えております。

今日は、私からは自助の取組の中の命を守るための一時的な避難

場所について、災害の種類やその個々の状況の違う中であっても、

避難 指示 が出た ら自 分 はどこ に誰 とど のよう に避 難する のか を具

体的にイメージできるように、丁寧な推進がより一層必要ではない

かということを申し上げておきたいと思います。

次に、避難行動要支援者の避難施設、避難場所への移動体験と移

動支援の訓練の実施状況について伺います。

○渡辺議長 高浦防災安全監。

○高浦防災安全監 本市におきましては、避難行動要支援者名簿に

掲載されていらっしゃる方のうち、個別避難計画の作成に同意され

た方 を対 象とし まし て 計画の 作成 を行 ってい ると ころで ござ いま

す。

今後、個別避難計画を作成された方及び支援者の方のうち御賛同

いただいた方を対象としまして、計画に定めた避難先となる施設ま

で実際に避難していただく訓練を実施することとしておりまして、

今年度には２つの施設で実施する予定としております。

○渡辺議長 矢田貝議員。

○矢田貝議員 評価をさせていただきます。これは高齢者等の施設



に入 所さ れてい る人 に ついて は訓 練の 実施と いう のは義 務づ けら

れているわけですけれども、在宅でこのように個別避難計画をつく

られ た方 への訓 練と い うもの は本 市独 自の積 極的 な取組 だろ うと

いうふうに評価をしております。高齢者や障がいのある方は、避難

先と 事前 につな がっ て おくこ とが 重要 となる 方々 である とも 言え

ると思います。支援者であるとか受入先の訓練という視点が大きい

とは思いますけれども、今後、個別避難計画の作成者全員を対象に

した訓練となるように、継続をしていかれることを求めておきます。

また、訓練の結果は委員会等で御報告いただければありがたいと思

います。

次に、避難所の開錠と初期対応について伺います。小中学校の体

育館と公民館の利用者による鍵の開錠について、現状を伺います。

○渡辺議長 金川教育委員会事務局長。

○金 川教 育委員 会事 務 局長 小中 学校 の体育 館に ついて お答 えを

いたします。市内の小中学校体育館、全３４か所におきまして、令

和６年の７月からオンラインによる予約を導入しております。各小

中学 校の 体育館 に設 置 してい る鍵 ボッ クスに 予約 時にメ ール で通

知された暗証番号を入力することで施設の鍵を取り出し、開錠する

流れとなっております。

○渡辺議長 西川総合政策部長。

○西川総合政策部長 市内の公民館についてでございます。閉館時

において無人でも鍵の受け取り及び返却ができるように、暗証番号

を入 力す ること によ り 開錠す るこ とが できる キー ボック スと いう

のを設置しているところでございます。以上です。

○渡辺議長 矢田貝議員。



○矢 田貝 議員 災害 時 に避難 所と なり 得る体 育館 や公民 館等 の施

設の開錠について考えますと、改善できることがまだまだあるとい

うふうに考えております。

先ほどの御答弁で、小学校の体育館はオンラインによる申請時に

通知 され た暗証 番号 を 入力す るこ とで 開錠で きる という こと でご

ざいましたので、災害発生時、鍵の管理者が現場に直接急行できな

い場合でも、遠隔で開錠、施錠できるシステムの導入を検討されて

はいかがでしょうか。御所見を伺います。

○渡辺議長 金川教育委員会事務局長。

○金 川教 育委員 会事 務 局長 小中 学校 の体育 館の 鍵ボッ クス につ

きましては、インターネット接続が維持されている状態でございま

したら、遠隔操作による開錠や施錠が可能なシステムとなっており

ます。

○渡辺議長 西川総合政策部長。

○西川総合政策部長 公民館についてでございます。公民館は、大

雨等 によ る災害 時に は 避難所 とし て開 設され るこ とが想 定さ れて

おります。その際、気象情報等を踏まえ、基本的にはでございます

が、事前に避難所運営要員により開設されるため、遠隔で開錠する

必要は今のとこないものと考えておりまして、現時点では導入検討

はしていないところでございます。

○渡辺議長 矢田貝議員。

○矢田貝議員 まず、小学校のオンライン申込みの機能がある、オ

ンラ イン が生き てい れ ば遠隔 操作 が可 能だと いう ことで ござ いま

したけれども、そういった機能を利用する想定があるのでしょうか。

もし機能があったとしても、災害時に対応できる想定がなければ、



実際に使うことができないのではないかと思います。

兵庫県豊岡市では、震度５以上で自動的に鍵の保管庫が開錠され

る仕組みが既にございました。しかし、能登半島地震では、場所に

よって震度４であったため鍵の保管庫が開かず、津波警報が出てい

たに もか かわら ず住 民 が中に 入れ なか った事 案が 発生を いた しま

した。それを踏まえて、市は当時の避難に関して住民アンケートを

実施され、保管庫の基準震度の引下げであるとか避難所の在り方そ

のものの見直しを検討なさいました。また、石川県輪島市でも、能

登半島地震の際、避難所の鍵を持っている管理者が到着できず、避

難者が中に入れないという事案が発生したことを受けて、避難した

人た ちが 誰でも 避難 所 の鍵を 開け るこ とがで きる 避難所 開錠 ボッ

クスを市内の指定避難所２０か所に設置をしております。そして、

市の担当者から地元住民にボックスの使い方を説明し、実際に鍵を

取り出す手順を確認してもらったとのことです。これが災害を経験

した自治体の取組でございます。

スピーディーな避難所の開錠策として、小中学校においては既に

遠隔 での 開錠機 能が 活 用でき る状 況に あると いう ことで ござ いま

す。また、小学校においても避難先となり得るわけですので、なぜ

遠隔 開錠 が必要 ない と いうよ うな お答 えが出 てき たのか とい うの

は少々理解に苦しむところでございます。私には、災害への備えを

強化していこうという前向きな姿勢とは映りません。残念に思いま

す。

もう一度伺いますが、遠隔操作について、今ある小中学校の体育

館のシステムで可能であれば検討されてはいかがでしょうか。再度

御答弁を求めたいと思います。



○渡辺議長 西川総合政策部長。

○西川総合政策部長 重ねて御質問をいただきました。現在、公民

館につきましては、その在り方の見直しというのも実は並行して行

っております。その中で、土日、時間外の利用と今後の在り方とい

うのもテーマの一つとして考えておりますので、その中で重ねて御

指摘 のあ りまし た遠 隔 開錠に つい ても 併せて 検討 をして まい りた

いというふうに考えております。

○渡辺議長 矢田貝議員。

○矢田貝議員 ぜひ取り組んでいただきたいと思います。

次に、初期対応について伺ってまいります。指定避難所に避難し

てきた方々の情報把握について、本市はどのように対応することに

なっているのか伺います。

○渡辺議長 高浦防災安全監。

○高浦防災安全監 指定避難所を開設する場合には、避難所運営要

員を配置しまして避難の受付を行うこととしております。受付の際

には、避難者の状況を把握するために、本人及び家族につきまして、

氏名、住所、健康に関する情報などを避難者カードに記入していた

だくこととしているところでございます。

○渡辺議長 矢田貝議員。

○矢田貝議員 今月いよいよ、第６回目の地元の皆様方と一緒に行

う防災体験キャンプを行います。幸いなことに、同じ地域に住む森

田議 員や 門脇議 員も 一 緒に取 り組 ませ ていた だく わけで ござ いま

すけれども、昨年は避難者カードのお渡しのみで終わりましたが、

今年は実際に受付時に記入をしていただいてみよう、そのような計

画としております。



そこで、改めて避難者カードを見ますと、求められている情報は

行政 とし て把握 した い 項目だ とい うこ とは大 変理 解でき ると ころ

でございますが、混乱が予想される中、果たしてこれらの項目をし

っかりと書くことができるのか、また家族もペットも同じ項目が求

められるような書式になっております。改善すべきことがたくさん

あると思うわけです。

一方で、避難行動要支援者個別避難計画は、内容は異なりますが

個別のカードとなっており、様式が分かりやすいという印象を受け

ております。

そこで提案ですが、避難者カードは個別のカードとし、避難行動

要支 援者 個別避 難計 画 と同じ よう な書 式にそ ろえ てはい かが でし

ょうか。そして、さらにカードは「よなご わたしの避難ノート」

と同じサイズにし、家族の話合い等で活用し、家族分を事前に記入

しておき、避難の際には持参できるようにしてはどうでしょうか、

提案をさせていただきます。御見解を伺います。

○渡辺議長 高浦防災安全監。

○高浦防災安全監 そうしますと、まず避難者カードを現在の家族

単位 から 個人単 位に 変 更する こと につ いてお 答え させて いた だき

ます。避難行動要支援者個別避難計画の様式につきましては、介護

認定や障がいの有無、災害時に配慮すべき事項、緊急連絡先、支援

者の情報などを個人単位で作成するものとなっております。

災害発生時には速やかな情報収集及び取りまとめ、その情報に基

づく速やかな支援が重要になってまいりますが、避難者カードを個

人単位とした場合、家族単位で作成する場合に比べましてカードの

枚数が増えますので、受付時の確認、情報の取りまとめなど、事務



がより煩雑になることが懸念されるものでございます。

次に、避難者カードのサイズ、Ａ４を避難ノートのサイズ、Ｂ５

へ縮小することについてでございますが、保管や携帯のしやすさが

向上するというメリットはございますが、文字の縮小や枚数の増加

などを行うという必要が生じますので、使いやすさの面で必ずしも

利便性の向上につながるものではないと考えるものでございます。

そして、カードを事前に記入し、災害時に御持参いただくという

運営についてでございますが、災害発生時には記載された内容に変

更が 生じ ていた りカ ー ドを持 参で きな い場合 など も想定 され ます

ので、実効性の面で課題があるというふうに認識をしているところ

でございます。

以上のことから、現時点では避難者カードの運用等を変更するこ

とは考えておりませんが、様式の見直し等は必要に応じて行ってお

りまして、引き続き他の自治体の取組事例、また国の指針などを参

考にしながら改善に取り組んでまいりたいと考えております。

○渡辺議長 矢田貝議員。

○矢田貝議員 分かりました。必要に応じて書式について見直しも

行っていらっしゃるということでございまして、この議会質問の前

に聞き取りの中で、福祉避難所等の二次避難所に移動された場合に

同じ よう な内容 をも う 一度書 かな くて はいけ ない ことが 起こ るだ

ろうと、そのことを改善しようという狙いで、現在、避難者カード

の書式の見直し中だというふうにも伺いました。この考え方には大

いに賛同をさせていただきたいと思います。

現 状の ように 家族 情 報がま とめ られ た１枚 の避 難者カ ード を継

続していかれるということでありましたが、二次避難所に移動する



際に も家 族単位 で移 動 すると いう 基本 の考え 方が あると いう こと

なのでしょうか。そうであれば、なお一層理解をさせていただきた

いと思います。

一方の事前に記入することにつきましては、記載内容に変更が生

じている可能性の心配というより、家族等で話し合いながら避難者

カードを作成することに意義があるというふうに私は考えます。そ

して、定期的に見直していくことで災害への備えについて考えるき

っかけになるとも考えます。何より、受付時の混雑を減らすことに

つながるのではないでしょうか。事前に記入した避難者カードを非

常用持ち出し袋に入れておくという、平時の準備の一つとして推進

をしていくことも考えられると思います。事前記入を呼びかけてい

る自治体は少なくありません。ぜひ本市においても検討していただ

くよう、強く要望いたします。

次に、受付時の混雑を緩和し、スムーズな入所が可能となるよう

な避難者情報の把握について、２つ目の提案をさせていただきます。

避難 者自 身がス マー ト フォン 等を 利用 して避 難所 の入所 受付 に必

要な情報をあらかじめ入力しておく、このデジタル受付システムの

導入を提案させていただきます。御所見を伺います。

○渡辺議長 高浦防災安全監。

○高浦防災安全監 避難所での受付につきましては、専用のアプリ

を利用するもののほか、アプリのインストールが不要なウェブブラ

ウザや二次元コードを活用して受付を行うシステムなど、様々な方

法があるものと認識をしているところでございます。これらのシス

テムの導入によりまして、受付業務の効率化や避難者情報の迅速な

把握、取りまとめにつながることも期待されるものでございます。



一方で、実際に導入するに当たりましては、避難所における通信

環境の確保、導入・運用に係る経費、避難者の方の個人情報の適切

な管理、そして具体的な運用方法など様々な点で検討する必要がご

ざいまして、現時点で導入する考えはございませんが、他の自治体

の導 入状 況など 情報 収 集に努 めて まい りたい と考 えてい ると ころ

でございます。

○渡辺議長 矢田貝議員。

○矢 田貝 議員 防災 Ｄ Ｘに取 り組 んで いらっ しゃ るとこ ろの 事例

もしっかりと研究をしていただきまして、進めていただきたいとい

うふうに思います。

次に、（３）の避難所開設の際の初期対応用の備蓄物資について

伺ってまいります。避難所開設に必要な物品と保管場所について伺

います。

○渡辺議長 高浦防災安全監。

○高浦防災安全監 主要な指定避難所となります施設、公民館や地

区体育館などになりますが、その鍵と避難所運営の手順、避難所の

レイアウト例、避難者カード、入所記録簿、ハザードマップなどを

セッ トと しまし た避 難 所開設 に係 る物 品の一 式を 防災安 全課 事務

室にて保管、常備しているところでございます。

○渡辺議長 矢田貝議員。

○矢田貝議員 避難要員は、基本的に居住区域に近い職員が当たる

ことになっていらっしゃるというふうに聞いております。この避難

所開 設に 当たる 職員 が 開設に 係る 物品 一式を 防災 安全課 まで 受け

取りに来て、そして開設する避難所に向かうという理解でよろしい

でしょうか。



○渡辺議長 高浦防災安全監。

○高浦防災安全監 指定避難所を開設する際は、避難所要員となり

ます 本市 職員が 公民 館 等の施 設の 鍵及 び開設 に必 要な物 品を 保管

場所であります防災安全課事務室で受け取りまして、開設に向かう

こととしておるところでございます。

○渡辺議長 矢田貝議員。

○矢田貝議員 先ほど来ずっと、実際に鍵が開かなかった事例を紹

介してまいりました。ぜひとも、少しでも早く開錠の方法について

御協議をいただきたいというふうに思うところであります。

先般の千葉県の豪雨災害におきましても、電話をしてくださった

友人があります、私のところにわざわざですね。ニュースで職員が

避難 所の 開設に 向か え なかっ たと いう 報道が あっ たよと いう 電話

でございました。市の計画では対応し切れない現状だということを

指摘をされた電話でありました。私は７月議会でも申し上げました

が、開設要員の被災や道路の損壊等で移動が困難になることが起こ

ると、その想定の上に立って様々な計画を変更していかなければな

らないのではないでしょうか。地域住民が行動できる開設マニュア

ルの作成も再度求めておきたいと思います。

そして、関連して本日は、避難所は原則として市の職員の方が開

設するという前提に立ったとしても、施設点検のチェックシートで

あるとか開設から受入れ開始までの避難所の開設に必要な投光器、

拡声機、避難誘導灯など、最低限の資機材と手順書等をまとめた避

難所 開設 セット を主 要 な避難 所に 整備 してい ただ きたい と考 えま

すが、この点について御所見を伺います。

○渡辺議長 高浦防災安全監。



○高 浦防 災安全 監 御 提案に あり まし た避難 所開 設セッ トを 事前

に設置することにつきましては、市が避難所を開設する前に避難さ

れる 方を 当該施 設で 受 け入れ るこ とに つなが ると いうも ので ござ

います。避難所につきましては、施設の安全性等を確認した上で開

設をすることとしておりますので、市が当該施設を避難所として使

用す るこ とを判 断し た 後に避 難し てい ただき たい と考え るも ので

ございます。

このため、現時点では避難所開設に係る物品等のセットを避難所

とな る施 設に事 前に 設 置する こと は考 えてい ない という とこ ろで

ございます。

○渡辺議長 矢田貝議員。

○矢 田貝 議員 災害 時 にこれ まで お答 えにな って いるよ うな 時系

列で本当に動けるという御答弁、その想定を市民の何名の方が受け

入れることができるでしょうか。私は、現実とはかけ離れ過ぎてい

るというふうに考えております。ぜひ、先ほどの遠隔操作のことも

含めまして、避難所開設セットを現地に置くということも併せて御

協議をしてみていただきたいと強くお願いをしておきます。

この開設セットを設置するということは、住民が開設をして勝手

に避難者を受け入れてよいとするためのものではなくて、職員が到

着して受付開始までの手順書つきの資機材の設置でございます。そ

れを具体的にやっている自治体の手順書の中には、この開設セット

を一人で開けることはないようになっております。必ず複数がそろ

ったときに開けるようにし、また、その建物の安全確認のチェック

ポイントもそのセットの中に入っております。開設セットが現場に

設置されていれば、開設要員は駆けつけるだけで施設が避難所とし



て使 用で きるか を判 断 した上 で受 付を 開始す るこ とがで きる ので

はないでしょうか。さらに、セットを設置することで地域住民と一

緒になっての避難所開設・運営の訓練にも通じますし、その中身の

検証もできるものと考えております。

想定外の災害が様々起こっているわけでございます。現時点で考

えて いな かった こと や 取り組 めて いな かった こと がある のは 当然

だと思います。それを現状を受け止めて、一歩でもよい方向に進め

ていこう、その前向きな当局の姿勢が市民の皆様には希望と信頼に

つながるというふうに考えております。

今議会も様々な角度で提案をさせていただきましたが、私は暮ら

しの声、生活者の声を代弁する議員として様々なチャンスに発言を

させていただいておりますが、今回の防災につきましても、また総

合相談、誰一人置き去りにしない取組につきましても、伊木市長の

下で 十分 な御協 議を い ただき まし て様 々に御 英断 をされ るこ とを

大いに期待をしている、このことを申し上げまして、私の質問を終

わります。


